
(57)【要約】

【課題】バイブレータを備える携帯電話装置において、

バイブレータの鳴動に起因する不快音または異常な振動

音の発生を防止する。

【解決手段】バイブレータ５とマイク３とを有する携帯

電話装置１０において、バイブレータ５の鳴動時と停止

時における周囲の音圧レベルをマイク３により測定し、

音圧レベルの差と予め設定されているしきい値とを比較

し、音圧レベルの差がしきい値よりも大きい場合には、

バイブレータ５の鳴動を停止し、または、弱める。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
バ イ ブ レ ー タ と マ イ ク と を 有 す る 携 帯 電 話 装 置 に お い て 、
前 記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 時 と 停 止 時 に お け る 周 囲 の 音 圧 レ ベ ル を 前 記 マ イ ク に よ り 測 定 し
、
前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 と 予 め 設 定 さ れ て い る し き い 値 と を 比 較 し 、 前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 が 前
記 し き い 値 よ り も 大 き い 場 合 に は 、 前 記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 停 止 し 、 ま た は 、 弱 め る こ
と を 特 徴 と す る 携 帯 電 話 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
バ イ ブ レ ー タ と マ イ ク と 発 光 素 子 と を 有 す る 携 帯 電 話 装 置 に お い て 、
前 記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 時 と 停 止 時 に お け る 周 囲 の 音 圧 レ ベ ル を 前 記 マ イ ク に よ り 測 定 し
、
前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 と 予 め 設 定 さ れ て い る し き い 値 と を 比 較 し 、 前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 が 前
記 し き い 値 よ り も 大 き い 場 合 に は 、 前 記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 停 止 し 、 ま た は 、 弱 め る と
と も に 、 前 記 発 光 素 子 を 発 光 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 携 帯 電 話 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 は 、 前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 と 前 記 し き い 値 と の 差 に 応 じ て 、 弱 め ら
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 携 帯 電 話 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
バ イ ブ レ ー タ と マ イ ク と を 有 す る 携 帯 電 話 装 置 の 作 動 方 法 で あ っ て 、
前 記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 時 と 停 止 時 に お け る 周 囲 の 音 圧 レ ベ ル を 前 記 マ イ ク に よ り 測 定 す
る 第 一 の 段 階 と 、
前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 と 予 め 設 定 さ れ て い る し き い 値 と を 比 較 す る 第 二 の 段 階 と 、
前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 が 前 記 し き い 値 よ り も 大 き い 場 合 に は 、 前 記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 停
止 し 、 ま た は 、 弱 め る 第 三 の 段 階 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 携 帯 電 話 装 置 の 作 動 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
バ イ ブ レ ー タ と マ イ ク と 発 光 素 子 と を 有 す る 携 帯 電 話 装 置 の 作 動 方 法 で あ っ て 、
前 記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 時 と 停 止 時 に お け る 周 囲 の 音 圧 レ ベ ル を 前 記 マ イ ク に よ り 測 定 す
る 第 一 の 段 階 と 、
前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 と 予 め 設 定 さ れ て い る し き い 値 と を 比 較 す る 第 二 の 段 階 と 、
前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 が 前 記 し き い 値 よ り も 大 き い 場 合 に は 、 前 記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 停
止 し 、 ま た は 、 弱 め る と と も に 、 前 記 発 光 素 子 を 発 光 さ せ る 第 三 の 段 階 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 携 帯 電 話 装 置 の 作 動 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 三 の 段 階 に お い て は 、 前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 と 前 記 し き い 値 と の 差 に 応 じ て 、 前 記 バ
イ ブ レ ー タ の 鳴 動 が 弱 め ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 携 帯 電 話 装 置
の 作 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は バ イ ブ レ ー タ 機 能 を 有 す る 携 帯 電 話 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
例 え ば 、 特 開 平 １ － ２ ２ ７ ５ ３ ５ 号 公 報 ま た は 特 開 平 ５ － ３ １ ６ ０ １ ６ 号 公 報 に 記 載 さ れ
て い る よ う に 、 近 年 で は 、 着 信 時 に 着 信 音 を 鳴 ら す こ と に 代 え て 、 内 蔵 し た バ イ ブ レ ー タ
を 作 動 さ せ 、 携 帯 電 話 装 置 の 本 体 を 振 動 さ せ る こ と に よ り 、 ユ ー ザ ー に 着 信 を 知 ら せ る 携
帯 電 話 装 置 が 広 く 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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着 信 時 に バ イ ブ レ ー タ が 鳴 動 す る よ う に 設 定 し た 携 帯 電 話 装 置 を 机 上 な ど の 固 い 面 上 に 置
い た と き に バ イ ブ レ ー タ が 鳴 動 す る と 、 携 帯 電 話 装 置 の 振 動 音 が 机 に 伝 播 し 、 不 快 音 を 生
じ さ せ る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 振 動 に よ り 、 携 帯 電 話 装 置 が 机 の 上 で 踊 っ て し ま い 、 机 上 か ら 落 下 し て し ま う 可 能
性 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 に 起 因 す
る 不 快 音 ま た は 異 常 な 振 動 音 の 発 生 を 防 止 す る 携 帯 電 話 装 置 及 び そ の 作 動 方 法 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 バ イ ブ レ ー タ と マ イ ク と を 有 す る 携 帯 電 話 装 置 に お
い て 、 前 記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 時 と 停 止 時 に お け る 周 囲 の 音 圧 レ ベ ル を 前 記 マ イ ク に よ り
測 定 し 、 前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 と 予 め 設 定 さ れ て い る し き い 値 と を 比 較 し 、 前 記 音 圧 レ ベ ル
の 差 が 前 記 し き い 値 よ り も 大 き い 場 合 に は 、 前 記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 停 止 し 、 ま た は 、
弱 め る こ と を 特 徴 と す る 携 帯 電 話 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 携 帯 電 話 装 置 に お い て は 、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 中 に 、 マ イ ク で 携 帯 電 話 装 置 の 振 動 音 を
検 知 す る 。 異 常 な 振 動 音 が 発 生 し た 場 合 に は 、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 停 止 し 、 ま た は 、 鳴
動 を 弱 め る こ と に よ っ て 、 不 快 な 振 動 音 を 緩 和 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 バ イ ブ レ ー タ と マ イ ク と 発 光 素 子 と を 有 す る 携 帯 電 話 装 置 に お い て 、 前
記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 時 と 停 止 時 に お け る 周 囲 の 音 圧 レ ベ ル を 前 記 マ イ ク に よ り 測 定 し 、
前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 と 予 め 設 定 さ れ て い る し き い 値 と を 比 較 し 、 前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 が 前
記 し き い 値 よ り も 大 き い 場 合 に は 、 前 記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 停 止 し 、 ま た は 、 弱 め る と
と も に 、 前 記 発 光 素 子 を 発 光 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 携 帯 電 話 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 携 帯 電 話 装 置 に お い て は 、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 中 に 、 マ イ ク で 携 帯 電 話 装 置 の 振 動 音 を
検 知 す る 。 異 常 な 振 動 音 が 発 生 し た 場 合 に は 、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 停 止 し 、 ま た は 、 鳴
動 を 弱 め る こ と に よ っ て 、 不 快 な 振 動 音 を 緩 和 す る 。 た だ し 、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 停 止
し 、 ま た は 、 鳴 動 を 弱 め る こ と に よ り 、 ユ ー ザ ー が 着 信 に 気 付 か な く な る お そ れ も あ る 。
こ の た め 、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 停 止 し 、 ま た は 、 鳴 動 を 弱 め る と と も に 、 発 光 素 子 を 発
光 さ せ る こ と に よ り 、 ユ ー ザ ー へ の 着 信 の 報 知 を 確 実 に 行 う よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
な お 、 前 記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 は 、 前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 と 前 記 し き い 値 と の 差 に 応 じ て 、
弱 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 バ イ ブ レ ー タ と マ イ ク と を 有 す る 携 帯 電 話 装 置 の 作 動 方 法 で あ っ て 、
前 記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 時 と 停 止 時 に お け る 周 囲 の 音 圧 レ ベ ル を 前 記 マ イ ク に よ り 測 定 す
る 第 一 の 段 階 と 、 前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 と 予 め 設 定 さ れ て い る し き い 値 と を 比 較 す る 第 二 の
段 階 と 、 前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 が 前 記 し き い 値 よ り も 大 き い 場 合 に は 、 前 記 バ イ ブ レ ー タ の
鳴 動 を 停 止 し 、 ま た は 、 弱 め る 第 三 の 段 階 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 携 帯 電 話 装 置 の
作 動 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 方 法 に お い て は 、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 中 に 、 マ イ ク で 携 帯 電 話 装 置 の 振 動 音 を 検 知 す る
。 異 常 な 振 動 音 が 発 生 し た 場 合 に は 、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 停 止 し 、 ま た は 、 鳴 動 を 弱 め
る こ と に よ っ て 、 不 快 な 振 動 音 を 緩 和 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 バ イ ブ レ ー タ と マ イ ク と 発 光 素 子 と を 有 す る 携 帯 電 話 装 置 の 作 動 方 法
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で あ っ て 、 前 記 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 時 と 停 止 時 に お け る 周 囲 の 音 圧 レ ベ ル を 前 記 マ イ ク に
よ り 測 定 す る 第 一 の 段 階 と 、 前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 と 予 め 設 定 さ れ て い る し き い 値 と を 比 較
す る 第 二 の 段 階 と 、 前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 が 前 記 し き い 値 よ り も 大 き い 場 合 に は 、 前 記 バ イ
ブ レ ー タ の 鳴 動 を 停 止 し 、 ま た は 、 弱 め る と と も に 、 前 記 発 光 素 子 を 発 光 さ せ る 第 三 の 段
階 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 携 帯 電 話 装 置 の 作 動 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 方 法 に お い て は 、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 中 に 、 マ イ ク で 携 帯 電 話 装 置 の 振 動 音 を 検 知 す る
。 異 常 な 振 動 音 が 発 生 し た 場 合 に は 、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 停 止 し 、 ま た は 、 鳴 動 を 弱 め
る こ と に よ っ て 、 不 快 な 振 動 音 を 緩 和 す る 。 た だ し 、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 停 止 し 、 ま た
は 、 鳴 動 を 弱 め る こ と に よ り 、 ユ ー ザ ー が 着 信 に 気 付 か な く な る お そ れ も あ る 。 こ の た め
、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 停 止 し 、 ま た は 、 鳴 動 を 弱 め る と と も に 、 発 光 素 子 を 発 光 さ せ る
こ と に よ り 、 ユ ー ザ ー へ の 着 信 の 報 知 を 確 実 に 行 う よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 第 三 の 段 階 に お い て は 、 前 記 音 圧 レ ベ ル の 差 と 前 記 し き い 値 と の 差 に 応 じ て 、 前 記 バ
イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 弱 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置 １ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置 １ ０ は 、 無 線 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る ア ン テ ナ １ と 、 変
調 及 び 復 調 そ の 他 の 無 線 信 号 の 送 受 信 に 必 要 な 処 理 を 行 う 無 線 部 ２ と 、 音 声 を 送 話 す る 送
話 用 マ イ ク ３ と 、 着 信 な ど を 振 動 に よ っ て ユ ー ザ ー に 知 ら せ る バ イ ブ レ ー タ ５ と 、 受 話 音
声 を 発 生 さ せ る ス ピ ー カ ６ と 、 無 線 部 ２ と 送 話 用 マ イ ク ３ と バ イ ブ レ ー タ ５ と ス ピ ー カ ６
の 作 動 を 制 御 す る 制 御 部 ４ と 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置 １ ０ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 以 下 、 本
実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置 １ ０ の 動 作 に つ い て 、 図 １ 及 び 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま ず 、 着 信 な ど を 振 動 に よ っ て ユ ー ザ ー に 知 ら せ る 場 合 、 制 御 部 ４ は バ イ ブ レ ー タ ５ を 制
御 し て 鳴 動 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 時 、 同 時 に 、 送 話 用 マ イ ク ３ に よ り 携 帯 電 話 装 置 １ ０ の 振 動 音 を 検 知 し て 、 音 圧 レ ベ
ル を 測 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
例 え ば 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う な パ タ ー ン で バ イ ブ レ ー タ ５ を 鳴 動 さ せ た 場 合 、 バ イ ブ レ
ー タ ５ の 鳴 動 が Ｏ Ｆ Ｆ の 期 間 の 音 圧 レ ベ ル （ 図 ３ （ Ｂ ） の レ ベ ル Ａ ） と Ｏ Ｎ の 期 間 の 音 圧
レ ベ ル （ 図 ３ （ Ｂ ） の レ ベ ル Ｂ ） を 送 話 用 マ イ ク ３ で 測 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 い で 、 制 御 部 ４ は 、 こ の 時 の レ ベ ル の 差 Ｄ が 予 め 設 定 さ れ た レ ベ ル 閾 値 Ｓ と 等 し い か 、
あ る い は 、 レ ベ ル 閾 値 Ｓ よ り も 大 き い か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
音 圧 レ ベ ル の 差 Ｄ が 予 め 設 定 さ れ た レ ベ ル 閾 値 Ｓ と 等 し い か 、 あ る い は 、 レ ベ ル 閾 値 Ｓ よ
り も 大 き い 場 合 に は （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ の Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 制 御 部 ４ は バ イ ブ レ ー タ ５ の 鳴 動 を 停
止 し 、 も し く は 、 鳴 動 を 弱 め る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
音 圧 レ ベ ル の 差 Ｄ が レ ベ ル 閾 値 Ｓ よ り も 小 さ い 場 合 に は （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ の Ｎ Ｏ ） 、 音 圧
レ ベ ル の 測 定 と 、 測 定 し た 音 圧 レ ベ ル の 差 Ｄ と レ ベ ル 閾 値 Ｓ と の 比 較 と を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
予 め 設 定 さ れ た レ ベ ル 閾 値 Ｓ と は 、 机 上 な ど の 固 い 床 面 に 携 帯 電 話 装 置 １ ０ が 置 か れ て い
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る 場 合 に バ イ ブ レ ー タ ５ が 作 動 し て も 異 常 な 振 動 音 が 発 生 せ ず 、 通 常 の 状 態 の バ イ ブ レ ー
タ 鳴 動 時 の 音 圧 レ ベ ル を 示 す 。 レ ベ ル 閾 値 Ｓ は 予 め 携 帯 電 話 装 置 １ ０ の メ モ リ （ 図 示 せ ず
） 内 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 机 上 な ど の 固 い 床 面 に 携 帯
電 話 装 置 １ ０ を 置 い た と き に バ イ ブ レ ー タ ５ が 鳴 動 し た 場 合 、 バ イ ブ レ ー タ ５ の 鳴 動 に 同
期 し て 発 生 す る 携 帯 電 話 装 置 １ ０ の 異 常 に 大 き な 振 動 音 を 送 話 用 マ イ ク ３ を 用 い て 検 知 す
る こ と が で き 、 そ の よ う な 振 動 音 が 発 生 し た 場 合 、 制 御 部 ４ は バ イ ブ レ ー タ ５ の 鳴 動 を 停
止 し 、 も し く は 、 鳴 動 を 弱 め る 制 御 を 行 う 。 こ の た め 、 携 帯 電 話 装 置 １ ０ の 不 快 な 振 動 音
を 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 バ イ ブ レ ー タ ５ の 鳴 動 を 弱 め る 場 合 、 そ の と き の 音 圧 レ ベ ル の 変 化 に よ り 、 段 階 的
に 行 う こ と も 可 能 で あ る 。 あ る い は 、 音 圧 レ ベ ル の 差 Ｄ と レ ベ ル 閾 値 Ｓ と の 差 に 応 じ て 、
バ イ ブ レ ー タ ５ の 鳴 動 を 弱 め る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ４ は 、 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置 ２ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置 ２ ０ は 、 無 線 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る ア ン テ ナ １ と 、 変
調 及 び 復 調 そ の 他 の 無 線 信 号 の 送 受 信 に 必 要 な 処 理 を 行 う 無 線 部 ２ と 、 音 声 を 送 話 す る 送
話 用 マ イ ク ３ と 、 着 信 な ど を 振 動 に よ っ て ユ ー ザ ー に 知 ら せ る バ イ ブ レ ー タ ５ と 、 受 話 音
声 を 発 生 さ せ る ス ピ ー カ ６ と 、 発 光 素 子 （ Ｌ Ｅ Ｄ ） ７ と 、 無 線 部 ２ と 送 話 用 マ イ ク ３ と バ
イ ブ レ ー タ ５ と ス ピ ー カ ６ と 発 光 素 子 ７ の 作 動 を 制 御 す る 制 御 部 ４ と 、 か ら 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 第 一 の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置 １ ０ の 構 成 要 素 と 同 一 の 構 造 及 び 機 能 を 有 す る
構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ５ は 本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置 ２ ０ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 以 下 、 本
実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置 ２ ０ の 動 作 に つ い て 、 図 ４ 及 び 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま ず 、 着 信 な ど を 振 動 に よ っ て ユ ー ザ ー に 知 ら せ る 場 合 、 制 御 部 ４ は バ イ ブ レ ー タ ５ を 制
御 し て 鳴 動 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 時 、 同 時 に 、 送 話 用 マ イ ク ３ に よ り 携 帯 電 話 装 置 １ ０ の 振 動 音 を 検 知 し て 、 音 圧 レ ベ
ル を 測 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
次 い で 、 制 御 部 ４ は 、 音 圧 レ ベ ル の 差 Ｄ が 予 め 設 定 さ れ た レ ベ ル 閾 値 Ｓ と 等 し い か 、 あ る
い は 、 レ ベ ル 閾 値 Ｓ よ り も 大 き い か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
音 圧 レ ベ ル の 差 Ｄ が 予 め 設 定 さ れ た レ ベ ル 閾 値 Ｓ と 等 し い か 、 あ る い は 、 レ ベ ル 閾 値 Ｓ よ
り も 大 き い 場 合 に は （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ の Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 制 御 部 ４ は バ イ ブ レ ー タ ５ の 鳴 動 を 停
止 し 、 も し く は 、 鳴 動 を 弱 め る と と も に 、 発 光 素 子 ７ を 作 動 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
音 圧 レ ベ ル の 差 Ｄ が レ ベ ル 閾 値 Ｓ よ り も 小 さ い 場 合 に は （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ の Ｎ Ｏ ） 、 音 圧
レ ベ ル の 測 定 と 、 測 定 し た 音 圧 レ ベ ル の 差 Ｄ と レ ベ ル 閾 値 Ｓ と の 比 較 と を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置 ２ ０ に よ れ ば 、 バ イ ブ レ ー タ ５ の 鳴 動 に 同
期 し て 携 帯 電 話 装 置 １ ０ に 異 常 に 大 き な 振 動 音 が 発 生 し た 場 合 、 制 御 部 ４ は バ イ ブ レ ー タ
５ の 鳴 動 を 停 止 し 、 も し く は 、 鳴 動 を 弱 め る 制 御 を 行 う 。 同 時 に 、 制 御 部 ４ は 発 光 素 子 ７
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を 作 動 さ せ 、 ユ ー ザ ー に 対 し て 、 光 に よ る 報 知 を 行 う 。 こ の た め 、 バ イ ブ レ ー タ ５ の 鳴 動
を 弱 め た こ と に よ り 、 ユ ー ザ ー が 着 信 に 気 付 き に く く な っ た よ う な 場 合 で あ っ て も 、 発 光
素 子 ７ か ら の 光 に よ り 、 ユ ー ザ ー が 確 実 に 着 信 に 気 が 付 く よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 机 上 な ど の 固 い 床 面 に 携 帯 電 話 装 置 を 置 い た と き に バ イ
ブ レ ー タ が 鳴 動 し た 場 合 、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 に 同 期 し て 発 生 す る 携 帯 電 話 装 置 の 異 常 に
大 き な 振 動 音 を マ イ ク を 用 い て 検 知 す る こ と が で き る 。 そ の よ う な 振 動 音 が 発 生 し た 場 合
に は 、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 は 停 止 さ れ 、 ま た は 、 弱 め ら れ る 。 こ の た め 、 携 帯 電 話 装 置 の
不 快 な 振 動 音 を 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
さ ら に は 、 携 帯 電 話 装 置 の 振 動 に よ り 、 携 帯 電 話 装 置 が 踊 り 、 机 上 な ど か ら 落 下 す る 危 険
性 を な く す こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
さ ら に は 、 携 帯 電 話 装 置 に 発 光 素 子 を 設 け る こ と に よ り 、 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 を 弱 め た た
め 、 ユ ー ザ ー が 着 信 に 気 付 き に く く な っ た よ う な 場 合 で あ っ て も 、 発 光 素 子 か ら の 光 に よ
り 、 ユ ー ザ ー が 確 実 に 着 信 に 気 が 付 く よ う に す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 図 ３ 】 バ イ ブ レ ー タ の 鳴 動 パ タ ー ン と 、 そ れ に 対 応 し て 測 定 さ れ る 音 圧 レ ベ ル と を 示 す
波 形 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ア ン テ ナ
２ 　 無 線 部
３ 　 送 話 用 マ イ ク
４ 　 制 御 部
５ 　 バ イ ブ レ ー タ
６ 　 ス ピ ー カ
７ 　 発 光 素 子
１ ０ 　 第 一 の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置
２ ０ 　 第 二 の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 電 話 装 置

10

20

30

(6) JP 2004-56623 A 2004.2.19



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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